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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 3,650 9.7 174 58.0 224 49.5 120 ―
24年3月期第3四半期 3,328 △7.8 110 △47.8 150 △44.9 △221 ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 233百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 △358百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 12.36 ―
24年3月期第3四半期 △22.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 4,403 3,525 80.1
24年3月期 4,051 3,173 78.3
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  3,525百万円 24年3月期  3,173百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 4.00 4.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 13.2 120 400.0 160 150.0 100 ― 12.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期決算財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる情報及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
書類３ページの「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 9,780,000 株 24年3月期 9,780,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 403 株 24年3月期 403 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 9,779,597 株 24年3月期3Q 9,779,597 株
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 当第３四半期連結累計期間の世界経済を概観しますと、米国の「財政の崖」問題や欧州金融不安の継続、中国な

どの新興国の成長率鈍化など、景気の不透明感を残す状況となっております。 

 一方、日本経済は、東日本大震災の復興需要を背景として、企業の設備投資や雇用情勢に改善が見られ、年末の

総選挙により自民党政権となり、歴史的円高の修正傾向など景気回復の期待感が膨らんできております。 

 しかしながら、アジアの近隣諸国との領土問題などの社会不安の影響もあり、依然として予断を許さない状況が

続いております。 

  

 旅行業界における海外旅行動向は、ヨーロッパ方面は順調に推移しておりましたが、中国などの東アジア地域や

中東・アフリカの一部地域においては、政情不安など、引き続き大きく下振れしております。 

 このような状況下、当社グループは、引き続きお客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感と

満足感」の提供を実践し、他社と差別化されたサービスの一層の向上を目指してまいりました。 

  

 商品開発面におきましては、満足度の高い商品の開発を念頭に、当社商品の特徴でもある旅の「テンポ」を示す

『ゆったり度』を３段階に分け、その基準に基づき商品造成を行なっております。 

 その結果今まで以上に、体力のある方から、年齢や体力を理由に海外旅行を諦めていた方まで、お客様ご自身に

あったご旅行をお選びいただくことができるようになりました。 

  

 更にお客様よりバス移動による体の負担を軽減してほしいというご要望にお応えするため、2013年度のツアーよ

り、旅行中に「１日に合計３時間以上のバスでの都市間移動をしない」という原則を設けました。これにより、長

時間ドライブによる疲れを軽減し、今まで以上に、深く充実した観光や散策をお楽しみいただけるようになりま

す。 

 あくまで旅行を楽しんでいただくことが主眼ですので、例えば、眺望がすばらしいイタリアのドロミテ本街道な

ど、ドライブ自体が観光となる地域は、原則にとらわれずに、絶景を十分にお楽しみいただけるよう配慮いたしま

す。 

  

 商品構成といたしましては、初めてのお客様はもちろん、リピーターの方にもご満足いただけるよう、主力商品

であるセレナーデ号を利用する欧州河川の旅を中心に、『憧れのアドリア海、エーゲ海クルーズの旅』等の海クル

ーズや『ベルリンフィル１等席鑑賞と煌くクリスマスの旅』、『「天空の鏡」ウユニ塩湖とタヒチ、イースター島

の旅』など季節感やテーマ性の高い商品を当四半期に発表いたしました。 

 なお、中国関連のツアーにつきましては、今後、安全性の高い地域のみ新発表および催行を行なうこととしてお

ります。  

  

 当四半期の販売面におきましては、『西欧５ヵ国を巡るイベリア半島周遊クルーズの旅』、『ハワイ４島の船旅

と名門「ハレクラニ」宿泊の旅』、『地中海クルーズ』等のクルーズや『東部アメリカの旅』、『ビジネスクラス

利用 グランドキャニオンとアメリカ西部の旅』など北米方面が好調で、政情不安などにより催行を中止したアジ

ア・アフリカ地域を除き、ほぼ順調に推移いたしました。  

  

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益36億50百万円（前年同期 33億28百万円／前年同期比

9.7％増） 

となりました。  

 利益面におきましては、当第３四半期連結累計期間は、営業利益1億74百万円（前年同期営業利益 1億10百万円

／前年同期比58.0％増）、経常利益2億24百万円（前年同期 経常利益1億50百万円／前年同期比49.5％増）、四半

期純利益1億20百万円（前年同期 四半期純損失2億21百万円）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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 資産、負債及び純資産の状況   

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ4億56百万円減少して、44億3百万円となりま

した。 

 主な増減要因としては、現金及び預金が3億24百万円減少したこと、季節変動により営業債権(営業未収入金・旅

行前払金)が2億37百万円減少したこと、長期貸付金が短期への振替及び回収等により22百万円減少したこと、有価

証券の時価の変動等により投資有価証券が34百万円増加したこと、その他の投資その他の資産が88百万円増加した

こと、未収還付還付法人税等が2百万円増加したことによります。 

 負債は、同じく季節変動により営業債務(営業未払金・旅行前受金)が7億17百万円減少したこと、未払法人税等

が71百万円増加したこと及びその他の固定負債が19百万円増加したことにより、前連結会計年度末と比べ6億60百

万円減少し、8億78百万円となりました。 

 純資産は、投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価に伴い評価・換算差額等が1億12百万円増加した

こと及び四半期純利益が1億20百万円発生する一方で当期配当金として29百万円支払った結果利益剰余金が91百万

円増加したことにより、前連結会計期間末と比べ2億4百万円増加し、35億25百万円となりました。 

  

  

 当社グループの第３四半期連結会計期間の業績につきましては、業績は概ね計画通り推移しており、現時点での

平成25年３月期の第３四半期連結累計期間及び通期連結業績予想につきましては、平成24年５月15日に開示いたし

ました「平成24年３月期 決算短信」から変更はございません。 

  

  

  該当事項はありません。 

  

  

  該当事項はありません。 

  

  

（減価償却方法の変更） 

 当社及び連結子会社は，法人税法の改正に伴い，第１四半期連結会計期間から，平成24年４月１日以降に取得

した有形固定資産については，改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。この変更による当第

３四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微です。 

  

  

該当事項はございません。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する時候

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,534,859 1,210,814

営業未収入金 10,539 2,236

有価証券 47,898 47,922

貯蔵品 4,534 4,231

未収還付法人税等 － 2,175

旅行前払金 343,487 114,726

その他 95,436 96,121

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,036,696 1,478,167

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 158,213 160,479

減価償却累計額 △116,332 △118,689

建物及び構築物（純額） 41,880 41,790

土地 37,780 37,780

その他 87,689 89,445

減価償却累計額 △80,737 △83,393

その他（純額） 6,952 6,051

有形固定資産合計 86,613 85,621

無形固定資産 15,610 17,744

投資その他の資産   

投資有価証券 933,380 968,149

長期貸付金 1,717,749 1,695,520

その他 426,621 515,096

貸倒引当金 △356,571 △356,571

投資その他の資産合計 2,721,179 2,822,194

固定資産合計 2,823,403 2,925,560

資産合計 4,860,099 4,403,728

株式会社ニッコウトラベル（9373）　平成25年3月期 第3四半期決算短信

- 4 -



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 216,560 58,674

未払法人税等 24,764 96,211

旅行前受金 912,999 353,531

賞与引当金 23,085 5,764

その他 77,146 55,474

流動負債合計 1,254,557 569,656

固定負債   

退職給付引当金 89,746 90,620

役員退職慰労引当金 95,164 99,178

資産除去債務 9,883 10,039

その他 89,778 109,107

固定負債合計 284,573 308,945

負債合計 1,539,131 878,601

純資産の部   

株主資本   

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,546,995 1,638,511

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,390,626 3,482,142

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △44,321 △9,306

繰延ヘッジ損益 △25,336 52,290

その他の包括利益累計額合計 △69,658 42,984

純資産合計 3,320,968 3,525,127

負債純資産合計 4,860,099 4,403,728
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

営業収益 3,328,206 3,650,844

営業原価 2,601,087 2,797,643

営業総利益 727,118 853,201

販売費及び一般管理費 616,863 679,042

営業利益 110,255 174,158

営業外収益   

受取利息 25,411 36,923

受取配当金 9,704 15,690

為替差益 1,969 －

その他 5,238 4,795

営業外収益合計 42,324 57,410

営業外費用   

為替差損 － 6,889

その他 2,403 149

営業外費用合計 2,403 7,038

経常利益 150,177 224,529

特別損失   

投資有価証券評価損 125 －

貸倒引当金繰入額 327,923 －

特別損失合計 328,049 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△177,871 224,529

法人税、住民税及び事業税 38,658 103,446

法人税等調整額 4,899 228

法人税等合計 43,558 103,675

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△221,429 120,854

四半期純利益又は四半期純損失（△） △221,429 120,854
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△221,429 120,854

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △80,026 35,015

繰延ヘッジ損益 △57,004 77,627

その他の包括利益合計 △137,031 112,642

四半期包括利益 △358,461 233,497

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △358,461 233,497

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 該当事項はありません。 

  

  

  該当事項はありません。   

  

  

 該当事項はありません。   

  

  

  該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（６）重要な後発事象
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① 販売実績 

A．商品別売上高 

（注）その他売上は保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。 

  

B．種別旅行売上高 

  

C．渡航先別顧客数 

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合に欧州方面の旅行需要が主流を占めております。 

     特に欧州方面のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、第１四半期及

び第３四半期の顧客数が他の四半期と比べて高くなっております。 

  

② 仕入実績 

（注）地上費は主催旅行における海外現地の宿泊費・交通費・その他の費用であります。 

  

５．補足情報

（１）販売及び仕入実績の状況

区分 

前第３四半期連結累計期間 

（自平成23年４月１日 

  至平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自平成24年４月１日 

  至平成24年12月31日） 

 旅行売上 （千円） 

  その他売上（千円） 

   

  

3,314,391

13,814

   

  

3,636,196

14,647

 合計（千円）    3,328,206    3,650,844

区分 

前第３四半期連結累計期間 

（自平成23年４月１日 

  至平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自平成24年４月１日 

  至平成24年12月31日） 

 募集型企画旅行（千円） 

受注型企画旅行・手配旅行（千円） 

 

 

3,092,533

221,857

 

  

3,479,919

156,276

 合計（千円）   3,314,391  3,636,196

行先 

前第３四半期連結累計期間 

（自平成23年４月１日 

  至平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自平成24年４月１日 

  至平成24年12月31日） 

 ヨーロッパ（人） 

ロシア（人） 

中東（人） 

北米（人） 

中南米（人） 

オセアニア（人） 

アジア（人） 

アフリカ（人） 

南極（人） 

その他（人） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3,482

165

170

441

24

62

658

57

－

－

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,503

170

142

529

41

15

489

86

－

11

 合計（人）  5,059  4,986

商品名 

前第３四半期連結累計期間 

（自平成23年４月１日 

  至平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自平成24年４月１日 

  至平成24年12月31日） 

 航空運賃・地上費（千円） 

広告原価（千円） 

その他（千円）  

 

 

 

2,220,544

1,162

135,954

 

 

 

2,381,099

78,585

150,110

 合計（千円）  2,357,661  2,609,795
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(四半期連結貸借対照表関係) 

前連結会計年度（平成24年３月31日）  

偶発債務  

当社はEuro Cruise Holding B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年７月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締結しております。 

同河川クルーズ船は平成19年５月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間チャーターしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しております。 

業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識の相違に関して、当該認識の相違の解消を図ることを目的

として、オランダの法律に基づくvoorlopige voorzieningen procedure（以下、「略式訴訟」とする）を平成23年

４月８日付で提起、当該略式訴訟の判決は平成23年５月５日に送達されておりますが、今後の円滑なツアーの催行

を重視し平成23年５月３日から平成23年11月23日の間、同社とStand Still Agreement（休止契約）を結び、その

間、継続的に協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、当連結会計年度末において合意に至っておら

ず、平成24年４月２日付で同社より、当社が業務提携契約を遵守しなかったものとして、当社に損害賠償を請求す

る仲裁手続の申立てを受けております。 

当社の認識は契約に基づく適正なものであり、同社に債務不履行が存在する旨の反対請求を平成24年５月14日に

行っており、仲裁手続の結果によっては当社の業績に影響を与える可能性がありますが、現時点では不明でありま

す。 

なお、同社に対する債権に関しては現時点までの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続、並びにユーロ安に

伴う担保価値の減少等を勘案し、将来発生する可能性のある損失を見積もり、当連結会計年度に貸倒引当金（特別

損失）を計上しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（平成24年12月31日） 

偶発債務 

 当社はEuro Cruise Holding B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年７月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締結しております。 

 同河川クルーズ船は平成19年５月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間チャーターしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しております。 

 過年度より業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識に関し、当社と同社との間に相違が生じてお

り、当該認識の相違を解消するため、継続的に協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、平成24年４

月２日付で同社より、当社が業務提携契約を遵守しなかったものとして、当社に損害賠償を請求する仲裁手続の申

立てを受けております。 

 これに対し当社は、当社の認識は契約に基づく適正なものであり、同社に債務不履行が存在する旨の反対請求を

平成24年５月14日に行っております。当該仲裁手続の結果によっては当社の業績に影響を与える可能性があります

が、当第３四半期連結会計期間末では不明であります。 

 なお、同社に対する債権に関しては、これまでの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続、並びにユーロ安に

伴う担保価値の減少等を勘案し、将来発生する可能性のある損失を見積もり、前連結会計年度に貸倒引当金を計上

しております。 

 当社が受けた仲裁手続の申立て及び当社による反対請求申立ての概要については下記に記載のとおりでありま

す。 

  

① 当社が受けた仲裁手続申立ての概要 

 １.仲裁手続の申立てが行われた機関及び年月日 

   機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA） 

   年月日：平成24年４月２日 

 ２.仲裁手続の申立てを行った相手 

   商号：Euro Cruise Holding B.V. 

   所在国及び所在地：オランダ ベンメル 

   代表者：Ton Van Meegen 

 ３.申立ての内容及び損害賠償請求額 

   内容：未払いの運航業務委託費の支払い 

   請求額：EUR 8,042,743- 

  

（２）その他の注記情報
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② 当社による反対請求申立ての概要 

 １.反対請求の申立てを行った機関及び年月日 

   機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA） 

   年月日：平成24年５月14日 

 ２.反対請求申立ての相手 

   商号：Euro Cruise Holding B.V. 

   所在国及び所在地：オランダ ベンメル 

   代表者：Ton Van Meegen 

 ３.反対請求申立ての内容及び損害賠償請求額 

   内容：未回収の債権の支払いを求めるもの 

   請求額：EUR 1,182,592.56- 及び 439,353,358円 
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